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ヒト胚性幹(ES)細胞ならびに人工多能性幹(iPS)細胞は、毒性評価試験などの薬剤評価試験のツー

ルとしての利用が期待されている。これらの細胞は株間の差が大きく、薬剤評価試験に適用するた

めには有効な細胞の性質評価試験の構築が必要である。しかし、従来の培養液に含まれる動物血清

やフィーダー細胞由来の不定因子の影響により、細胞評価試験の構築は困難であった。そこで我々

の研究グループは単純、且つ既知因子のみからなる無血清培地の確立を行った（マウス用:ESF7、

ヒト用:ｈESF9）。これまでの研究により、無血清培地条件下では細胞外マトリックス（ECM）が

マウス ES 細胞の未分化性に影響を与えることが示された。また、ECM のシグナルは細胞膜に接

着因子として発現しているインテグリンファミリーによって引き起こされており、その下流シグナ

ルは細胞の分化・増殖に関わっていることがわかった。各ECM においてマウスES 細胞をESF7

培地下で培養したところ、マウス ES 細胞ではフィブロネクチン、ラミニン受容体を形成するイン

テグリンのサブユニットが発現し、インテグリンの発現が分化段階で制御されていることが確認さ

れた。ヒトES細胞においても、マウスES細胞と同様なインテグリンとECM の関係が予想され

る。各ECM 下でそれぞれの細胞におけるインテグリンの発現の違いを調べることにより、細胞資

源の有効な性質評価試験を構築することが出来ると考え、我々はhESF9培地を用いてヒトES、 成

育医療センター樹立 iPS 細胞のアタッチメントアッセイを行い、ECM の細胞増殖や未分化性に与

える影響を調べた。また、qRT-PCRを用いた各細胞のインテグリンサブユニットの発現のプロファ

イリングを進行中である。 


